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留置１週間後及び４週間後のいずれにおいても、OCT による結果が IVUS による結果よりも点数が高


















までを 1点とし、全く覆われていない場合を 0点とした。 
結果としては、留置 1 週間後及び 4 週間後のいずれにおいても、OCT による結果が IVUS による結
果よりも点数が高かった(1 週間後、p<0.000.1;４週間後、p<0.0001)。また、OCTによる評価は病理
標本による観察結果に似ていた。 
結論としては、ステント留置後の動脈修復過程を観察するにおいて、病理標本による観察結果は、IVUS
による観察結果よりも OCTによる観察結果に近い結果であった。 
OCTは、生体内で、ステント留置後の動脈修復過程を詳細かつ連続的に観察することに使用できるデ
バイスである。 
以上の研究は、動物モデルを用いてのステント留置後の動脈修復課程を生体内で連続的に観察する
デバイスとして OCTが有用であるかについての検討であり、ステント血栓症やステント内再狭窄の病
態解明に貢献するものである。よって本研究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認
められた。 
 
 
